
予 算 ・ 決 算 と は ？

詳細
財政部
�２１１－２２１６

市では、毎年、皆さんの納めた貴重な税金が
どのように使われているのかを知っていただくため、
予算・決算などを基に財政状況を公表しています。

今回は、第３回定例市議会（９月２１日～１０月２８日）で認定された
平成１５年度決算の概要を中心にお伝えします。

地下鉄や水道など、
民間企業と同様、利
用料金による収益を
中心とする会計

※本文中の表は、各項目ごとに数値を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

このままだと、今後、本市の財
政状況は一層厳しさを増す見込み
です。将来にわたって本当に必要
な行政サービスを安定的に提供し
ていくため、歳入や歳出の抜本的
な見直しが不可欠です。

平成１５年度歳出決算
一般会計の歳出決算総額は、前年度比１．２％減の８，０４１億円。
特別会計、企業会計を合わせた総額は、前年度比１．１％増の

１兆５，１２４億円となっています。

企業会計

財政構造の見直しが必要

今回は、決算総額約1兆5,100億円
の具体的な内容をお知らせします。

予算とは、１年間の収入（歳入）・支出（歳出）に関
する見積りをまとめた「計画」のこと。一方、決算
とは、実際の収支をまとめた「実績」に当たります。

つまり、「予算」「決算」を見ると、
市政運営に係るすべてのお金の流れが

分かるのです！

市の会計は3種類

国民健康保険や介護
保険など、一般会計
と区別する必要があ
る特定事業の会計

特別会計

札幌市の
財政

義務的な経費が増える一方で、
市税や地方交付税などの大幅な伸
びは見込めないため、中期的な見
通しでは、１６年度水準で仮定する
と、１７年度から２０年度までに、毎
年２００～５００億円の収入不足が予想
されています。

財 政 が わ か る １

毎年200～500億円の
収入不足が

福祉や教育、道路整
備など、市政運営の
基本となる会計

一般会計

31.9%

14.3%

11.3%

市 税
市民税、固定資産税、
都市計画税など

２，５８４億円
景気低迷の影響による個人市民税
の減、評価替えによる固定資産税
の減などで前年度比３．７％減

国庫支出金
国からの負担金・補助金・委託金

１，２６２億円
生活保護費の増、児童扶養手当支
給事務の移管（１４年８月：北海道か
ら）などにより前年度比９．３％増

地方交付税
各自治体の財政力不足に
応じて国から交付されるお金

１，１５７億円
特別な市債（臨時財政対策債）の
発行に振り替えられたため交付額
が減少。前年度比７．３％減

諸収入
他に含まれない収入

１，１６２億円
地域新エネルギー導入補助収入の
減などにより前年度比３．６％減

市 債
市の借入金
９１９億円

普通建設事業に係る市債を大幅に
抑制したものの、地方交付税から
の振り替えにより臨時財政対策債
が増加。前年度比２．３％減

その他
使用料・手数料、道交付金、
地方特例交付金など

１，０２５億円

近年、生活保護費や医療助成費
を含む「扶助費」のほか、借入金
の返済に要する「公債費」などが
増加。これらの義務的な経費の削
減は難しく、このまま増え続ける
と、市が自由に使える経費が減っ
ていきます。

扶助費や公債費が年々増加

歳入総額
8,109億円
前年度比１．３％減

15.6%

14.3%

12.6%
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一般会計�
1兆1，752億円�

特別会計�
83億円�

高速電車�
事業会計�
4，783億円�

水道事業会計�
1，926億円�

下水道�
事業会計�
3，654億円�

その他の�
企業会計�
506億円�

市 債 入 門

市民１人当たりに換算すると、市税の
負担は１３９，６９１円、サービスを受けた
額（歳出総額）は４３４，７１７円になります。

この数字、金額が大きすぎ
て実感がわきません。

景景気気低低迷迷のの影影響響かからら、、歳歳入入のの中中心心
ととななるる市市税税がが、、平平成成９９年年度度以以降降減減
りり続続けけてていいまますす。。今今後後もも大大ききなな伸伸
びびはは見見込込めめずず、、歳歳入入やや歳歳出出のの抜抜本本
的的なな見見直直ししがが不不可可欠欠でですす。。

この数字だけ見ても、
財政状況が良いのか悪いのか

分からないけど。

一言で言うと、年々、
財政状況が厳しさを増し、
市が自由に使えるお金が
減っているといえます。

■市債残高の状況（平成１５年度）

歳入全体が
減っているけど、
その原因は？

一 般 会
計

平成１５年
度決算

市債残高は２兆２，７０４億円。
市民１人当たり１２３万円

医療や福祉に係る
「保健福祉費」が、

全体の約２割を占めるのね。

道路や公園の
整備といった公共事業は
減っているんだね。

国や地方の歳入が減る一方、
道路や公園など社会資本の
整備も進んだため、
公共事業は縮小する
傾向にあります。

平成１５年度決算の市債残高は、
一般会計、特別会計、企業会計を
合わせると、２兆２，７０４億円。市
民１人当たりに換算すると１２３万
円となります。
将来に多大な負担を残さぬよう、
新たな市債発行はできるだけ抑制
するとともに、計画的に返済して
います。

保健福祉費の伸びの主な要因は、
その５割を占める生活保護費の
増加にあります。市内の生活保
護世帯は、この１年で約２，０００
世帯、７％も増えているのです。

歳出総額
8,041億円
前年度比１．２％減

13.9%

10.0%

36.5%

市債は、将来の市民にも経費を
分担してもらう大切な仕組み

保健福祉費
福祉、保健、医療などに係る経費

１，８４４億円
生活保護費の増、児童扶養手当支給事
務の移管などにより前年度比８．７％増

土木費
道路や公園の整備などに係る経費

１，１１７億円
道路新設改良事業費、モエレ沼公
園「ガラスのピラミッド」建設費
などの減により前年度比１１．６％減

公債費
市債の償還などのための経費

９６１億円
金利の低下により利払いは減った
ものの、元金償還金の増により前
年度比４．２％増

経済費
産業の振興などに係る経費

８０２億円
コンベンションセンター建設費の
減などにより前年度比１１．５％減

教育費
学校教育や生涯学習
などのための経費

３８４億円
機構改革に伴う体育総務費などの
他科目への予算の移管などにより
前年度比３．５％減

その他
総務費、職員費など

２，９３３億円
※歳入との差し引き額６９億円は、
翌年度への繰り越しと、基金への
積み立てに充てています。

市債は道路や公園などの長い年
月使用する施設を建設する場合な
どに限って発行しています。その
ような施設の整備費用は、建設し
たときの市民だけがすべて負担す
るのではなく、「分割払い」にす
ることで、未来に利用する市民に
も公平に負担してもらっているの
です。

財 政 が わ か る ２

22.9%

11.9%

4.8%
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特定の目的のために財産などを維持し、ま
たは定額資金を運用するためのもの。
現在高 ２，２６４億円（平成１５年度末現在）
〈平成１５年度決算で発生した決算剰余金の積
立後の金額〉

財政調整基金１５７億円、減債基金１，０７４億円、
土地開発基金７０４億円など

年度途中の一時的な資金不足を補うための
借り入れ
現在高 ２５億円（平成１６年３月末現在）
一般会計０円、特別会計５億円、企業会計２０
億円

（平成１６年３月末現在）
■公有財産：土地４，０４４万５千㎡、建物５４９万
９千㎡、有価証券４９億円、出資による権
利５３億円など

■物品（価格１００万円以上のもの）
：４，１７１点（台）
■債権（市から民間への貸付金など）
：１３０億円

〈
基
金
〉

〈
一
時
借
入
金
〉
〈
財
産
〉

差引残額
０

０

０

８７

－７６０

－４４６

１８９

２５３

－１，２７４

－５

１７２

０

歳 出
１０，１１６

１８１

３５５

２２６

１５７，７３２

１７４，１２６

７１，００７

７５５

１，６１５

８４４

１３３

３８６，４８６

歳 入
１０，１１６

１８１

３５５

３１２

１５６，９７２

１７３，６８０

７１，１９５

１，００９

３４０

８３９

３０５

３８６，４８６

区 分
土 地 区 画 整 理

団 地 造 成

駐 車 場

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付

国 民 健 康 保 険

老 人 医 療

介 護 保 険

基 金

公 共 用 地 先 行 取 得

砂 防 用 地 先 行 取 得

交 通 災 害 共 済

公 債

「札幌市の財政」【http：／／www.city.sapporo.jp/zaisei/kohyo／】
「さっぽろ市税のホームページ」【http：／／www.city.sapporo.jp/citytax／】

市債を財源として土地
を先行取得することに
よる年度中の財源不足

（単位：百万円）

公共用地先行取得会計
砂防用地先行取得会計

交通事業
（電車、バス）
■収益的収支の状況
収入 ６１億４，３５１万円
支出 ７９億９，１２７万円
差引－１８億４，７７６万円
未処理欠損金
３６億７，５７２万円
（資本剰余金繰入後
未処分利益剰余金
１億１，７９２万円）

■資金の状況
資金不足１１億３，６０９万円

＜解説＞
輸送人員の低迷が続く中で、費
用の縮減に努めたものの収支は損
失となりました。なお、バス事業
では事業廃止に向けた規模縮小か
ら収入・支出が減少しています。

平成１５年度決算では、４つの特別会計で歳入不足が生じました。

特 別 会 計
平成１５年度決算

企 業 会 計
平成１５年度決

算

国庫負担金などの一
部が翌年度に交付さ
れることによる不足

老人医療会計

保険料収入の減少な
どによる不足

国民健康保険会計

高速電車事業
（地下鉄）

■収益的収支の状況
収入 ４８２億９，３０３万円
支出 ５７８億７，９１６万円
差引－９５億８，６１３万円
未処理欠損金
３，３３１億１，４４７万円
■資金の状況
資金不足３０億１，３１５万円

＜解説＞
人件費などの節減に努めた結

果、前年度に引き続き営業損益で
利益を計上しましたが、地下鉄建
設に伴う企業債の利息負担が大き
く、収益的収支では損失となりま
した。

基金・一時
借入金・財

産

病院事業

下水道事業

市の財政状況を
より詳しく知りたい方のために
〈ホームページ〉

■収益的収支の状況
収入 ２０８億５，７１５万円
支出 ２１８億８，３２３万円
差引－１０億２，６０８万円
未処理欠損金
１３８億６５６万円
■資金の状況
資金残１８億９，５３０万円

■収益的収支の状況
収入 ４７２億１，６８９万円
支出 ４７２億７７７万円
差引 ９１２万円
未処理欠損金
２４０億８，１３７万円
■資金の状況
資金残６１億５，８８３万円

＜解説＞
診療収益の増収と経費の節減に
努めたものの１０億２，６０８万円の赤
字となりました。この赤字額は、
平成７年に本院が現在の場所に移
転して以来、最小に抑えることが
できました。

＜解説＞
下水道使用料収入が伸び悩む

中、経営効率化による経費節減に
努めた結果、単年度黒字となりま
したが、未処理欠損金は２４０億
８，１３７万円と、なお厳しい財政状
況にあります。
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執行率（％）
５２．１
３３．８
８．９
７４．１
６３．６
４４．８
４５．７

収入済額
１３４，８３３
４６，５９９
１１，０１２
８１，１８９
５２，１６０
５１，０６２
３７６，８５７

予算現額
２５８，８００
１３７，６９２
１２３，４５８
１０９，５００
８２，０１２
１１３，８７３
８２５，３３５

区 分
市 税
国庫支出金
諸 収 入
地方交付税
市 債
そ の 他
合 計

歳

入

執行率（％）
４６．６
３２．５
２８．１
４４．３
３１．９
６１．３
４３．０

支出済額
９１，４９３
４２，５３３
３１，４２６
４７，１３５
３１，３７１
１１１，２３６
３５５，１９３

予算現額
１９６，３０６
１３０，８２３
１１１，８２２
１０６，４００
９８，４３８
１８１，５４６
８２５，３３５

区 分
保健福祉費
諸 支 出 金
土 木 費
職 員 費
公 債 費
そ の 他
合 計

歳

出

執行率（％）
４４．４
４６．８
４２．６
５０．１
３８．６
２１．０
０．０
３８．７
１９．７
２５．１
６．７
３６．５
４９．２
３０．３
４１．６
４８．７
５０．１
３８．７
１８．８
５９．６
４９．８
３０．５
２３．７
６６．２

執行済額
９，１６９
１０，４９３
５８７
９７７
８４２
７７４
０

１，８８０
６９６
５４６
５９
１３０

２３，４３５
１６，９８０
１１，５１０
２０，２２０
２３，０７３
１７，４２９
１，４８３
１４，０３３
２３，３６３
１４，４６９
６，５９７
２９，６５７

予算現額
２０，６４４
２２，４２０
１，３７７
１，９５０
２，１７９
３，６７７
３，３６３
４，８５８
３，５２５
２，１７１
８８３
３５６

４７，６２４
５６，０３３
２７，６５０
４１，４９３
４６，０２６
４５，０９３
７，８７８
２３，５２７
４６，８８１
４７，４５３
２７，７８４
４４，８０２

区 分
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

病院事業

中央卸売
市場事業

軌道事業
（電車）

高速電車
事業

水道事業

下水道事業

歳 出
執行率（％）
４４．８
４２．０
３９．６

支出済額
７４，４０４
７４，９８０
３１，１３６

歳 入
執行率（％）
３１．７
４０．７
３７．５

収入済額
５２，６７５
７２，６１８
２９，５０１

予算現額

１６５，９８９
１７８，３４５
７８，５６６

区 分

国民健康保険会計
老 人 医 療 会 計
介 護 保 険 会 計

●市では、現在、平成１７年度の予算編成を進めています。今後は、１月中旬に、市長が各局からの予算
要求を査定し、２月中旬に議会へ予算案を提出します。
●１７年度予算編成に対するご意見・要望などを、１２月２８日�まで、市コールセンター（１�）で受け付けて
います。寄せられたご意見・要望などは、予算査定の参考とさせていただき、予算案への反映結果を査
定結果と合わせて公表する予定です。
●なお、「予算編成方針」「各局予算要求方針」など関係資料は、財政部（市役所１１階）、市政刊行物コ
ーナー（市役所２階）、区役所、まちづくりセンター（出張所・連絡所）のほか、市ホームページでご覧に
なれます。

「財政構造改革プラン」策定へ

水道事業
■収益的収支の状況
収入 ４５６億１，７１８万円
支出 ４３９億２，３１９万円
差引 １６億９，３９９万円
未処分利益剰余金
１９億２，６７２万円
■資金の状況
資金残９６億１，８８９万円

＜解説＞
長引く景気低迷の影響に加え、
夏場の天候不順などにより、収入
の大部分を占める給水収益が見込
みを下回りましたが、経費の節減
などに努めた結果、純利益を計上
しました。

●依然として厳しい財政状況が続く中、
１６年２月に発表した中期財政見通しで
は、市税や地方交付税などが１６年度と
同程度確保できた場合でも、１７年度か
ら２０年度までに２００～５００億円程度の財
源不足が発生する見込みです。

●こうした状況を踏まえ、１８年度まで
に見込まれる収支不足２６５億円を解消
し、持続可能な財政構造への転換を目
指すための計画として、現在、「財政構
造改革プラン」の策定を進めています。

中央卸売市場事業
■収益的収支の状況
収入 １９億６，９８４万円
支出 ２３億６，０５２万円
差引－３億９，０６８万円
未処分利益剰余金
２４億７，１０６万円
■資金の状況
資金残６０億９，１５２万円

＜解説＞
景気低迷の影響などにより、取
扱額が前年度を下回り、使用料収
入が大きく減少しました。一方、
平成１５年度は水産棟の工事が完了
し、市場の再整備事業が着々と進
行しています。

予算の執行状況などは、年２回の公表が義務付けられています。今年度
も、適正な執行に努めていますのでご確認ください（単位：百万円）。

予算執行状況（平成１６年９月末現在）

〈収益的収支〉企業の経営活動に伴い発生する収支。
〈資本的収支〉将来の経営活動に備えた建設改良などに係る収支。

収入・支出とも、おおむね１５年度上半期並みの
執行率です。予算は順調に執行されています。

収入済額、支出済額のいずれも、平成１５年度
上半期を上回っています。特別会計〈主なもの〉

１６年 度 上 半 期

一 般 会 計

１７年度予算に
対する
ご意見を

企 業 会 計
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